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武道の幻想

スポ ー ツが 人間形成 に役 立 つ こ とを立証 す る ことは困難 で あ る。

それ以上 に,武 道 にお ける立証 に は大 きなハ0ド ルが横 たわ る。
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創価大学の最終講義に当って

工 藤 英 三

◆ 私 は何 を述べたいのか

「武道」 の 「道」 とい うことばに迷わされて,わ れわれはそこに侍 るべ き 「理」,「高貴な精

神i生」が あるように思い勝ちである。 しか し,「 武」 を基本の性格 とす る 「武道」には,そ れ ら

の もの に限界があ る。

人類の歴史 を辿 るとき,過 去99%,お よそ1万 年前まで,人 間は平和 を愛 し,家 族 を思い,自

然 に敬慶で,優 劣貴賎の差別のない,高 い道徳 陛をもった生活 を行 ってきた。エ ンゲルス1)は 「文

明はA
Tい氏族社会の手 には とうて小 負 えなか った事柄 をな しとげた。 しか し文 明が これ をな し

とげたのは,人 間の もっともいや らしい衝動 と情欲 を動 か し,人 間の もつ他のすべての資質 を
t

犠牲 に して発展 させ たことによるので ある」 と述べ る。生産手段の発達が,人 間 に農耕 に よる

穀物の栽培 を可能 に した。'それは共同体の人間の一部の人び との労働で行われ得 た。他 の人び

と,ベ ブ レン2)に よればs「 有閑階級」・め人び とが,闘 争 という労働 で,食 物の獲得 をはか った。

,「武」はその手段であっ沈 。 「武」の行使の過程 で,人 間は同類 を殺す という神 を恐れぬ所業 を

平然 とす る。他の動物ではみ られないことである。 「武道」において 「武」＼の行使 を容認 し,そ

の後 にr道 」 を求め ると して も,「 道」 その ものの前提 とな る人間性が侵 され ている。

体 育 ・スポーツの指導者,教 育者一 教師,コ ーチ,監 督 など,「武道」やスポーツによって,

望 ま しい人間性が形成 されると錯覚す る。 しか し 「武道」に精進す るほど,ス ポーツに時間 を

かけ高度な技術 を獲得 した ものほどr人 間 としての歪 みを露呈す るという現実がある。私 は 「武

道」に 「道」「精神性」が存在する とする幻想 を打 ち壊 わす。世界史的に 「武」の発生の原点 を

確め るときs日 本の封建社会 で果 した 「武力」の役割 をみ るとき,そ こに 「道」はない。 と く

に,明 治一昭和期の戦争時代,「 武道」は攻撃精神養戒 の手段であった。今,学 習指導要領の改

訂で,武 道の精神性 に期待 し,ス ポーッの中での格付 けを高 める施策が とられつつあ る。国が

「武道」 を,ど の ような美 しい衣で装わせ ようと,「 武道」の本質は,近 代 人権 思想 と相 容れな

い。スポーッもまた同類 である。

それでは,「 武道」1「スポーツ」 は排斥 され るべ きであろうか。そ ういうことではない。これ

らには,人 間の,健 康,体 力向上,創 造性,娯 楽,友 好性 に寄与す るメ リッ トが ある。 「武道」

「スポーツ」の役割 と限界 を認識す るこ とが必要なのである。
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1.「 武」の意味,な らびに 「武道」の概念の検証

1)「 武」 とは

「武」 とは中国最 古の字典 「説文解字」 に 「丸(ほ こ,〉 止(と どむ)」 の二つの合意文字 と

説明 され,武 徳 に よって世 を治め る平和主義 をイ乏わす ように解 され るこ ともある。 しか し中国

語学者の藤堂明保 によれば,「 文」は 「まさか り」型の武器 を表わす文字,「 止」は 「趾(あ し)」

の原字,従 って 「武」は父(武 器)を もって止(あ し)で 進 むこ と,妨 害 を排除 して荒あ らし

く進むこ とを表 した文字である。「文 を止む るを武 とい う」な どとお説教す るのは故意にね じま

げた解釈であ るとす るのである。

2)「 武」か ら派生 の ことば

「武」 には,本 来 的に父(ほ こ)を もって荒 あ らしくつ き進み,欲 しい もの を奪い とるとい

う意味があ り,そ こか ら 「武勇」(勇 ま しいこと)「 武力」(軍 事的な威力)「 武術」「武芸」 「武

技」な ど,戦 いの方法,戦 いの技術 などの ことばが派生 した。

3>「 道」 とは

日本の故文献3)に よれば 「事,理,人 ノ行 ヒモテ行フベキモノ」 とされる。 中国における 「道」

の考察 は,古 くは,易 経(形 而上者),孔 子(子 日,朝 聞道,夕 死可契:事 物 当然の理),孟 子

(君子の行 うべ き道理),大 学(あ るべ きところ),中 庸(当 為),老 子(天 地 自然 をつ くり出 し

た根源,名 づ けようのない原理)と 続 く。徳川幕府に よって採用 された儒学(朱 子学)に おい

て,朱 子(1130～1200年)は,宇 宙 を存在 としての 「気」 と,存 在の根拠 ・法則 としての 「理」

と二元論的に とらえ,人 間において 「気」 を気質の性 と本然の性 を二つ に分ける。本然の性 に

理が具わることを実現す る 「性理」の学 を 「道学」 とした。 「道」は封建的秩序イデオ ロギー と

して体制教学化 された。幕府,藩 のお抱 えの儒者に よって幕藩体制 を支 える仁義礼忠智信の道

が説かれ るが,「 武士道」 とは,こ れ らの徳 目の具現であった。

4)武 道

「武道」は 「武」「道」の二つの こ とばの合成である。初見 は 「吾妻鏡」建 久六年(1195)八

月十 日 「熊谷次郎 直実法師,京 都 よ り参向す,往 日の武道 を辞 し,来 世の仏像 を求 めて……」の

条であろう。 ここでは武士 としての仕事,職 能 を意味 した。太平記(1368-1375)兵 部卿親王流

刑事 においては,文 道 に対 する語 と して武道 をあげ,武 士の守 るべ き道の意である。 甲陽軍鑑

(江戸前期 の軍学書)に 「乱気,遊 宴,野 遊に耽 り,武 道 を忘るべか らず」とされる 「武道」は,

武士の必須の教養,武 術 ・武芸の意 に変遷 してい る。

幕藩 制時代 に入 ると具体的な 「武技」「武術」 はほ とん ど 「武芸」 とされ,「 武道」 としては
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用 い られ な い。

条 々

一 忠孝 をはけま し
,礼 法 を正 し,常 に文道武芸 を心かけ,義 理 を専に し,風 俗 を乱へか らさる事

寛永十二年(1635)の 御 当家令条で ある。文道 と相対す るもの として武芸の ζとばが用いられ

るのである。「武芸十入般 に通ず」 とは,各 種 の武術の技 に優 れてい る武術者の理想像 を表現 し

た ものである。

「武道」 とい う場合,江 戸時代 で 「士道」「武士道」な ど,武 士の教養,あ るべ き道 を意味 し

た。大道寺友山(1639-1730)の 「武道初心集」で 「武士た るもの,日 々夜 々,死 を常に心あっ

るを以て,本 意の第一 と仕 り候。死 さえ常に心にあて候へば,忠 孝二つの道 に も相 叶ひ……」 と

あるの はその例で ある。同時代の山本常朝4)は その著 「葉隠」で,武 士道 とは死ぬ ること,常 に

生 を捨て死 をえらぶ覚悟があれば命 を長 らえ任務(君 命の)を 全 うす るこ とがで きる,と した。

明治期(1868～)に 入 って,「 武道」の語は しば らくあ らわれない。帝政 の拡張時代,日 清 ・

日露の戦争の勝利 の ころ,ナ シ ョナ リズムの昂揚 か ら 「武士道」 という語 が復活 され る。敵 と

直接ぶつか り合 う白兵戦闘で勝利 を治め るの は,武 術 ではな く攻撃的精神 を もつ 「武道」でな

ければな らないとす る主張で ある。

とくに大正3年(1914),時 の警視総監西久保弘道 は 「武本来の 目的 に適合 し,其 の実に応わ

しい名称」は,「 武術」ではな く 「武道」であることを強調 する。西久保 は大正8年(1919)大

日本武徳会副会長兼武術専門学校長 に迎 えられ,名 称変更の運動に乗 り出 し,政 府 にはたらき

か けて武術専 門学校 を武道専門学校 と改称,武 徳会 内での 「柔術 ・剣術 ・弓術」 とい う呼称 を

「柔道 ・剣道 ・弓道」 と改称 した。学校体育の場 に,柔 道 ・剣道 ・弓道の呼称が登場 したのは,

「学校体操教授要 目」改正の ときである(大 正15年 一1926>。 体操科の教材 を,体 操,教 練 ,遊

戯及競技 と し,選 択科 目 として中学校,師 範学校 で剣道及柔 道を行 うことがで きるとした。

「柔道」という呼称 についてひ とこと触れてお く必要がある。嘉納治五郎5)が 明治15年(1882)

すで に 「講道館柔道」 を創始,提 唱 していたことである。その 自著 「柔道教本」で 「……武術z

体育,精 神の修養,世 に処す る方法等のこ とを兼ねた修 業……ひとつの道 として教 える」 と述

べ る。 もっ とも 「柔道」の語は嘉納 による造語で はな く,江 戸幕府 の家老,松 平定信 の 自伝書

「字下人言」(1816年 ころの作)に 「……起倒流の柔道 を学ぶ」 とあ らわれてい る。

柔道 ・剣道 ・弓道の名称 が文部省 によって確定 されるのであるが,昭 和10年 代(1935～)か ら,

すべ ての戦技,格 技 に 「道」の名称 をつけ ることにな る。外来の ものであ る銃剣術 さえ銃剣道

に,射 撃術は射撃道 とされ る。 またこれ らは 「武道」の概 念で統括 された。

昭和20年(1945)の 敗戦 と共 に,「 武道」 は禁忌の語 とな る。 しか し,1949年 中華人民共和国

の成立,1950年 の朝鮮戦争勃発 により,日 本を極東の共産主義 に対する砦(と りで)と 期待す る

米国の政策に伴 って,武 道の復活が企画される。昭和30年 代か ら40年代 にかけての体育系大学で

の武道学科の設置,日 本武道学会 の設立な どによ り,「武道」という語の復活が次第に定着する。

しか し 「武道」 という語 は2つ の点であいまいである。1つ は外延の問題 である。平成元年

(1989)公 布 の中学校学習指導要領では,柔 道,剣 道の他,相 撲 を武道の範疇 とする。それな ら

ば レス リング,ボ クシング,空 手,少 林寺拳法な どはどうなのか,武 道 とは,格 闘隷すべて を

包括す る概念 なのか明確でない。第2点 は内包の問題,「 道」へのこだわ りである,他 の運動競

技 において球技 は球技道,体 操 は体操道 とは呼称 し得 ない。 その違 いは どこに在 るのか。武術

か ら発展 した運動 を表 わす場合,道 というこ とばを附す るに価す るか とい う疑念 である。
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2.日 本 におけ る武技 の起 り,武 技 の遣 い手 であ る専門家集団の役割

「武」の発揮,そ の手段 としての武技 ・武術 ・武力の必要性 は,農 耕種 族で ある大和民族 に

おいて避 けられないこ とであった。 ここでは,と くに 「柔」「剣」を中心 に,そ の武技の生い立

ち,役 割 について検証 す る。

1)柔 術

柔術の古 い記録 は神話時代 に求 められる。 日本書紀,垂 仁天皇七年(前23年 か)宮 廷内で相撲

が行われ,野 見宿祢(の みのす くね)が 相手の肋骨(あ ば ら骨)を 踏み砕 き,勝 利 して天皇 か

ら領地 を配当された,と い う故事 である。ほぼ 八世紀 ころか ら朝廷で相撲節会(す もうせ ちえ)

とい う公式 の競技会が行われ,「 抜出司」がおかれていた。相撲 のための諸般 を準備する役職で

ある。 この相撲 は組 み合 いをす る他,蹴 るこ とも認め られてお り,む しろ柔術 に近 い とすべ き

であ る。

柔術 は戦場での組討ちによって発達す る。「源平盛衰記」(鎌 倉時代,中 末期作の軍記物語)に

小兵の和 田小次郎 が相 手の力 を利用 し勝負 を決 したことが載せ られ る。当時の戦 闘で は白兵戦

で槍 太刀な どの渡 り合 いで勝 負がつかない場合,組 討ち とな り,最 後 は小刀で敵の首 をか き

落ず とい う戦 いの様式 があった。0般 的に戦場での組討 ちは,強 力な ものが非力な ものに討 ち

勝つはずで あるが,力 や体格 に劣 る者が,大 力の者 を組 み伏せ る工夫の術が柔術 として発展 し

たものであ る。江戸時代,「 起倒流」 「天神真楊流」,二 大流派 は分 れ,そ れに伴 って小流派 を生

じでいた。

2)剣 術

日本書紀,崇 神天皇四十入年(前50年 か)「 撃刀」(た ちか き)と 記 され る。神話時代である。

8世 紀奈良朝時代,撃 剣,撃 刀の語があ らわれ,9世 紀平安時代,「 太刀打」(た ち うち)の 語

が多見 され るようにな る。初期 の剣は直刀で,最 古の もの と して残 されている剣 は刀身2メ ー

トル15セ ンチである。11世紀後半に轡 刀が優勢 を占め,12世 紀源平時代 には轡刀一色になったと

察せ られ る。轡刀の操作法 は,室 町か ら江戸時代 にかけて 「兵法」「剣術」 と呼称 されたが,五

代綱吉将軍以降は 「剣術」が定着す る。明治六年(1873)s剣 術師範 であった榊原鍵吉(さ か き

ば らけん きち〉が,武 芸の見せ物 として 「撃剣興業」 を始 めるmそ の影響で大正期の学校体 育

の場で(大 正15年)「 剣道 」 と改称 されるまで 「撃剣」 と呼称 され ていた。

日本 においてと くに 「剣術」 は武術の 中心を占め るものである。

武を講する肝要は,弓 ・剣 ・槍の芸を学び,礼 儀 ・廉恥 を基 として武道専可致研究事(安 政七年一

幕府講武所 掟 第一条)

秋 田藩では,16歳 以上の武士の子弟で警護の役 につ きたい と願い出るとき,学 館(当 時の藩校,

明徳館)で,大 学,中 庸,論 語の素読 を済 ませ たということと,併 せ て剣術,弓,槍 について

誰の門弟 として稽古 したか,ま た特 に70石 以上 の武士の子弟 は,誰 の門弟 として馬術を稽古 した

かを添 えて番入願 を提出す るこ とになっていた。(寛 永五年,・学館条 目)

以上 の ように,江 戸時代 におけ る武士の武術の中心は,弓 ・剣 ・槍 であ り,こ れに馬術 を加
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え,武 士の必須の武芸修練 を弓 ・馬 ・剣 ・槍 とした。「柔術」は主要な武芸 としては殆 ど登場 し

ない。明治期 に入って,学 校体育の教 材 と して,弓 ・馬 は用具の関係 か ら,槍 は長大で危険な

点で適切 でな く,柔 術は,危 険なひね り技 な ど除外 し 「柔道」 として衣替 え した為,ま た とく

に講道館柔道の創始者,嘉 納治五郎の社会的地位の影響 もあって学校体育の中に登場 してきた。

剣術 は江戸時代 に入 ってか ら,危 険防止の ため,直 接の討ち合いは禁 じられ,袋 竹刀,防 具

な ども開発 された。 それに より,学 校体育教材 として,最 も利用 し易かったも0)と 思 われる。

3)武 士の誕生

個 々の武技,武 術な どの登場 はその歴史 を遠 く古代 に持つが,職 業 として武士の集 団が形成

され るのは10世 紀後半 とされ る。 それ以前,主 領の委託を受 け,戦 に臨む者 はいたが,一 ・時的契

約であ り,自 らの農耕 の仕事 を持 ち乍 らの いわゆる 「半農半兵」であった。続群 書類類従第二

十輯上,合 戦部一 「将門純友東西軍記」 における 「平将門の乱」(937)の 事件 をもって武技 を

本業 と し,戦 闘 目的の為 に結成 され,1つ の社会的階層 をなす武士団が発生 した とす る。将 門

は下総 国で藤原秀郷,な らびに官軍 と戦 う。

「散位源経基以下ノ官軍数萬人。駿 河国 迄来ル ヨシ。

披 露ア リケ レハ。唯今将門二付 シタガ ヒタル同勢 トモ。聞 ヲチシテ或人落行或ハ降 ヲ請 ヒ。ノコル

勢僅 力千人ニ タラサ リケ レモ。将軍勇気 タユマス 甲冑ヲ着 シ。」

と戦 闘状態が叙述 されるが,こ こで利 あらず降 を乞 う将 門軍の兵 もいた。然 し,自 らの職務 と

して残 った千人余 りは,武 士団の 自覚者 であったと思われる。以降,「 武力」が欲望 を達す る手

段 として公認 され るので ある。

4)武 士集団 による政権の獲得,武 力に よる国内制覇

武力 を行使す る専門家 として,武 士以前に警護の役 につ く兵士の存在があった。奈良朝時代,

軍団編成,防 人司,鎮 守府,大 衛府の設置が,兵 制 として,大 宝令(701)に よって,成 文化 さ

れ,衛 士 ・兵衛,鎮 兵,防 人な どの兵士が存在 していた。百人一首 「みか きも り,衛 士のた く

火の夜 は燃 え,昼 は消 えつつ もの をこそ思 え」である。武器の製作供 出が朝廷 に よって諸国 に

命 じられていた。

これ ら兵士集団 と異 って10世 紀武士団を形成 した武士は,在 地所有のその土地の有力者であっ

た。彼 らは 「武力」 のみな らず 「智力」に も優 れ,神 仏への理解 も深 かった。智勇 に優 れた者

を統帥者 として 「武 力」 の行使 をす る とき,文 弱の貴族 は到底大刀打 ちで きない。すなわち鎌

倉幕府 による 日本の前期封建制度,徳 川幕府 による後期封建体制は 「武力」に よって樹 ち立て

られ 「武力」 によって維持 ・継続 された ものである。

3.人 間 に とって 「武」 とは何 かsそ の発 生 の理 由 と状 況

「武力」 によって支配が行われ,支 配す る ものの利益 に奉仕 させ られ る とい う歴史 は,時 代

を通 して連綿 として続け られて きた。その渦中にあ り,そ れ以外の体制 しか知 らない ものは,こ

の構 造に疑問 を持 たず,社 会 的法則 として,是 認す るか も知れない。現在の世 界では,「 武力」

が存在 し,「武力」が 「権 力」に変 えられて秩序がたてられてい るように思 われ る。それは避 け

られない しきた りなのか,運 命なのか,そ の当為 を問 い直す必要が ある。
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1)人 類の歴史の99%を 占め る狩猟採集生活では 「武」が無用であった。

① 人類 の派生か ら新人の登場 まで

・人類の祖先

おごってはいけない。 ヒ トは地球の主 ではな く,自 然界 に広 く分布する生物の一種である。地

球の生成後,今 か ら30億 年前,生 命の誕生 をみ る。その後,霊 長類の1つ 真猿類のアフ リカ類人

猿か ら,お よそ1000万 ～500万 年前 に分岐 し進化 したのが猿人である。その最古の化石が1994年 ,
エチオ ピア ・アラ ミス地区の440万 年前の地層か ら発見され

,世 界の人類学者を興奮 させ た。 ラ

ミダス猿 人 と命名 され る(1996年10月13日,毎 日新聞 科学 ・いま未来)。 現世人類 の ゴリラ,

チンパー ジー とのDNAの 差 は1～2%で ある。 ラ ミダス猿人はおそ らく2本 の足で歩行 してい

た と想定 され る。

・原人の化石の発掘

オランダの医師,ウ ジェーヌ ・デ ュボア(1858-1940)は ダウィンの進化論に魅 きつけられ る。

1859年,チ ャール ・ダウィン6)は,「 人間の祖先は神ではな く猿 である」 と述べ たが,当 時の キ・

リス ト教万能の ヨー ロッパ においては革命的な説で,異 教徒 として迫害 を受 けた。デ ュボア は

当時既 に ドイツのネアンデル タール渓 谷で発見 されていたネアンデルタール人の化石 を知 って

いた。それは類人猿的で あるより限 りな く人間に近 かった。デュボアはこの中間 を結 びつけ る

化石,ミ ッシング ・リンク(失 われた鎖の輪)の 発見 に生涯 をかけることを決意 した。彼 は軍

医を志願 してイ ン ドネシアに渡 り,1891年 ジャワの トリニール渓谷で発掘 した頭骨化石 をピテカ

ン トロプ ス ・エ レク トス(直 立 型猿人)と 名づ けた。いわゆるジャワ原人 とされ るもので,お

よそ110万 年前～70万 年前 に存在 した もの とされ る。

・原人の進化一新人 の登場

ジャワ地域 か ら分散 ・移住 し,進 化 した とみ られ る原人が,中 国の北京市郊外で発掘 された

のは1934～37年 である。脳体積 はお よそ1200cc,ド イツで発見 されたネア ンデル タール人の脳

体積,1300ccに 近づいている。 これ らの原人がおそ らく進化 し,完 全なる人類すなわちホモ ・サ

ピエ ンス(知 恵の人,新 人)と なって登場 するのは,後 期 旧石器時代,お よそ4万 年前 ～2万

年前(地 域 によって異 なる)で ある。脳体積 はお よそ1400cc,ピ テカン トロプ スの登場か らお

よそ100万 年 を要 している。 この間原人 は,労 働 の過程 で石器 を改良,衣 服 ・住居 を改善,音 声

を符節 を持つ言語 に発達 させ,火 を発見 し,苛 酷 な環境 を生 きぬ き,そ の芸術性,宗 教性 を も

発展 させ たのである。

② 人類史の第1段 階 としての 自然社会 における人間

約1万 年前 まで,農 耕栽培の文化 をもたず,勢 生の植物,動 物 の獲得 に よる狩猟採集の生活

の自然社会 は,人 類 史の99%を 占め,人 類文化の根幹 を形成する ものであった。 自然に存在す る

もの を食料 として獲得 し,自 然 と共存 しての生活であった。彼等の労働形態は未発達 で:稀 に

は貴重 な蛋 自質源 として鳥獣 を獲 得 し得 たが,恒 常的 に鳥獣 を捕 獲す るとい う野蛮 な行為(Veblen ,

TheTheoryoftheLeisureClass,1899)7)に 慣 れて い なか っ た。 そ こに は現 在 の優 れ た

短 距離 走 者,ア メ リカ の カー ル ・ル イス の ような スプ リンター,エ チ オ ピアの ロバ や 日本 の 瀬

古 の よ うなマ ラソ ン ・ラ ンナ ー,小 錦 の よ うに図 体 の大 きい格 闘技 マ ンの存在 す る必 然性 はな
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か った。労働の形態 が彼 らを必要 としなかったか らであ る。現在の これ らの競技者 は,い わば

99%の 歴史 をもつ人類社会の遺伝形質 をはみ出 した存在 である。

1万 年前,1千 万人存在 した とみ られ る原始的人間は,現 在1/30に 減少 しなが らも,世 界の

各地,グ リーンラン ド,ア ラスカ,シ ベ リア,マ レー半島,イ ン ドのア ンダマ ン島,オ ース ト

ラ リア,南 アフ リカ,中 央 アジア等 に居住す る。 テレビで しば しば放映 され るこれ らの人々は,

楽天的,平 和 的で,少 い慾望の 中で暮 らす。'96年 秋・人気俳優高島政広 が訪れなマ レー半島タ

ウ族の生活がTBSで 放映 された。彼 らはジャングル を裸足 で走 りまわ り,蜜 蜂の巣 を共同作業

で獲 り,共 同に分 配す る。投槍の競技 を披 露す るが,そ の ときの最大事件 は,誰 かが勝利 を収

めたことではな く,仲 間の槍の切尖が失われたことであった。彼 らは政府 の文化政策 を逃れ,さ

らに奥地 に移住 したい,と 訴 える。 また'98年 正月,NHKで 放映 された中央 アジア,ギ ルギス

タン高原の 「鷲匠」 は,遊 牧生活の中で鷲 を捕獲,飼 養,調 教 し,兎 を獲 らせ る。彼 らは先祖

代々の その暮 しに誇 りをもち,馬 を使 い,牛 ・羊 の飼 育の中で 自給 自足 の生活 を楽 しむ。彼等

には支配がな くまた争 い もない。 この ような社会 がかつて存在 し,現 在 も受 け継 がれ てい るの

である。 そこには 「武」の入 り込む間隙はない。

③ 狩猟採集民族の生活 と自然 の関係

原始 の人々の生活は,そ の食料 を自然に依存 していた。 しか し食料 とな る資源 は少 く分散 し

ていた。従って彼等のテ リトリーの範囲は大 きく,ち ょっとした居住範囲の20～30倍 を必要 とし

た。彼等の間には移動が 当 り前の ことであ り,大 きな集 団はこれに適 さなかった。せ いぜ い数

十人単位の種族集団であった。

生産物の獲得 は直接消費に結びつ き,そ こに媒介者は存在 しない。貴重 な蛋 白質源で ある鳥

獣 を捕獲す るこ とはあって もそれは恒常的な ものではない。 肉食 は共同体の各人に共同 に分配

され,相 互依存 を高めたのである。

④ 狩猟採集民族の社会関係

これ らの原始共同体社会で特徴 的なことは,職 業,そ の他の社会的分業 が未発達 で,専 門家

は存在 しないこ とであ る。彼等 はオール ラン ドプ レーヤーで あった。 しか し手仕事の熟練 は継

承 されなか った。共 同の労働,共 同の食事 は彼等 の経済 を平等に した。そこに貧富の差が生 じ

ない。土地の所有 は認め られず移動 を常 とす る彼等の財産 は,と るに足 らない ものであった。経

済的平等 はまた政 治的平等 を意味 し,権 威 の集 中す る首長の存在価値 は低 かった。 これ らの社

会の特徴 をマルクスは古代社会 ノー ト8)において,「 野蛮人の財産」は とるに足 らない ものであ

る,財 産物件がす くないので所有欲 もない,現 在 では人類の心の中の きわめて支配的 な力であ

る 「獲得」の欲望 もない,と 未開社会 を評 し,彼 に とって望 ま しい 「大古」の時代 とす る。

ス ミス9)は 「最小の時代の社会,即 ち狩猟民族の社会は,財 産のそうい う不平等 を許 さなかっ

た。……そ して年齢 と人物の優越が,権 威 と服役 との唯一の基礎で あった。だか らこの時代の

社会 には,権 威 とか服役 とかい うほ どの ものが殆 どまたは全 くなか ったのである」 と述べ る。

エ ンゲルスIo)は,上 記の原始共産制時代 を 「その生産 は本質的 に共同の生産であ り,同 様 に

消費 もまた大小の共産制共 同体 の内部で,生 産者の直接的分配の もとに行 なわれていた∫「文明

は古い氏族社会 の手 には とうてい負えなか った事柄 を成 しとげた。 しか し文明が これをな しと

げたのは,人 間の もっともいや らしい衝動 と欲情 を動か し,人 間の もつ他 のすべ ての資質を犠

牲 に して発展 させ たことによるのであ る」 と述べ るので ある。(先 述)
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2)人 類史の第2段 階一農業社会 における 「武」の行使 と階級制の発達

① 穀物の栽培,家 畜の飼養 による生産性増大

おそ らく人間は,雑 穀 の こぼれ た種子が,再�1・その地に花 を咲かせ,実 を結ぶの をみたので

あろ う。穀物の種子 をま き,生 産 に結 びつ ける方法 を見出 した。勿論 ささやかな土の掘 り起 し

に似合う石器 もどうや ら生産 され,生 産 した穀粒 を脱穀す る磨製の石器 も準備 され る段階に至 っ

ていた。前7-6千 紀 の もの と思 われる,ひ じょうに古い農耕文化の痕跡がパ レスチのエル ・ワ

ド洞窟で発見 されてい る。原始 的な鎌,鍬 の ような石器 と穀粒 を粉 にす る石器である。 この文

化はナ トウ文化 と名づ け られている。 しか しもっ と粗朴な原始的農耕が既 に1万 年前 には存在

したであろうとされてい る。

未 だ金属 を知 らない石器時代一 初期新石器時代,エ ジプ トの気候 は湿潤で涼 しかった。ナ イ

ル河の まわ りの広大な地域 は,現 在の ように広 がった砂漠で はなか った。農耕栽培 に適す るこ

の地に人間が住 み始めたのは紀元前6-5千 紀 であろう。彼等はこの地で,自 然 か ら抜 けで た

豊 な生活 を始め るが,そ れはまた人間の苦痛の歴 史の始 まりで もあった。

農耕栽培の発見,そ れ と同時 に家畜の飼 育に戎功 した人間 は,従 来の種 族 とは異って,飛 躍

的に大 きい食料資源 を手 に入れ ることがで きるようにな る。物質文化の発展は,富 の偏在,交

換,そ して奪取へ の道 を進む。奪取 は労働 以上の効果 を もた らす。穀物の奪取か ら人聞の奪取

に及び,エ ジプ トのナイル河流域,中 東のチグ リス,ユ ーフラテス河の流域に奴隷性 階級社会

を出現 させ る。穀物 の生産が働 く人 々の必要以上の生産物 を確保 し蓄積す ることにな ると,強

大な力 を もった ものが,力 によって この富 を獲得す るこがで きる。労働 ではな くて,戦 争が富

を作 る手段 となるのであ る。

② 種 族間の従属 関係

穀物 の大量生産 は,も はや小 さな共同体の範 囲を越 え,種 族の共 同の作業 とな る。種 族はよ

り条件 のいい土地 に移住 しようと試み る。 この強制的移住が支配,被 支配の関係 をもたらす こ

とにな る。移住 を常 とす るときその慾望 を達成する手段 は 「武力」 である。移住 し,征 服 した

種族の反乱 を防 ぐためsま たよ り好適な地域s人 間を も含 めて獲得す る為,「 軍」が必要 とな り,

常設 され る国民の強制労働 とな った。

紀元前4千 一3千 年紀 に,強 大な奴隷国家が生れる。エジプ トのパ ラオ と呼称 される王たち

は,限 りない奴隷 を使 用 して,王 の権威 を象徴 す る建造物 を作 った。 あの巨大 なピラ ミッ ドは,

何千,何 万の奴隷の,血 と汗 と涙の労働の結果であった。種族間の戦 闘において,平 和的集 団

の種族 は闘 うこ とに無知 である。赤子 の手 をね じるように屈服 させ られるのは必然であった。

4.幕 藩制時代 におけ 「武」 の役割

1)「 武力」の潜在 力による封建社会の維持

i幾多の戦乱,興 亡 を経て,武 将徳川家康が覇権 を握 り,江 戸幕府の成立(1603年)を み る。以

降,世 襲の将 軍を最 高権 力者 とする幕府 と,封 を受け,藩 を統治す る藩 主 とによる幕藩制の支

配体制が,明 治政府の発足(1868年 〉に至るまで約270年 統 く。「武家諸法度」(武 士の守 るべ き

法)冒 頭に 「一 文武弓馬之道専可ゴ相嗜_事 」(元 和元年一1615)に みられ るように,武 士 は 「弓

馬の道」弓 を操 り,馬 を乗 り廻す戦技訓練 を 日常的 に行 うことが求 め られた。 この 「武力」が

幕藩制の支配体制 を維持 存続 させ たのであ る。
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支配の頂点 に立っ幕府 は,命 令一下,藩 の改廃 を行 うことが可能であった。之に逆 らうこ と

は大逆の罪 として,家 族,身 内,郎 党のはて まで危害が及ぶ もの とされた。

武士 は 「武力」の象徴 として,常 時 刀を腰 にさした。一般庶民に対 し 「無礼者」 と叱汰す る

ことも,時 には刀 を抜いて殺傷 す ることもあった。 「切捨御免」であ る。一般庶民 は既 に武器 を

所持の禁が徹底 されていた。豊 臣秀吉 による刀狩 の令(天 正16年..)で ある。

刀狩 の令

条 々

一.諸 国百姓,刀,脇 差,弓,や り,て っぽ う,其 他武具 のた くひ所持候事,竪 停止候……

武器 を持つ ことので きない住民への 「武力」制圧は容易だった。 「武 力」行使が支配者の一存

で容易 に可能で ある状況 によって体制 は維持,存 続 されたのである。

2)武 士階級 における農民統 制,人 権 の制 限

幕藩制時代 におけ る 「武力」 は,士 農工商の身分制度 を保持するキーであった。'f主 を頂点

とする武士階級,そ の 「武力」 は,一 方的に農民の生活,人 権 に制限 を加 えた。藩の経済の大

部分 は農民の供出す る年貢に椅 っていたが為,彼 らが労働 に怠慢 になるこ と,無 用 な消費 をす

ることが,直 接武士の生活 に影響 を与え るものであった。「生か さず殺 さず」,農 民か ら最大の

搾取 を しなければな らなかった。 日常生活 の細部,衣 ・食 ・住 ・労働 ・信仰 ・娯 楽な どにつ い

て どの ような制限があったのか を,当 時の法令(布 告)に よってその一部 を明 らかに したい。

農民 を土地 に束縛

一 御料併せ私領百姓の事,其 代官領主非分有るに依って,所 を立退候に付いては,た とひ其主 より

相届候 とても,狼 に返付すべからざること。

慶長八年三月二十七 日(御 当家令条巻二十三)

一 村々百姓逐電これ無 き様に,五 人組同組連判年々改め申付 くべ く候,其 上にてもし走 り人これあ

るにおいては,親 類あわせ連判の者として尋出すべ し……

寛永十九年九月九日(岡 山藩池田氏の法令)

田畑売買の禁,田 畑永代売御仕置

一 身上能き百姓は田畑を買取 り弥宜 しく成 り
,身 体成 らざる者は田畑沽却せ しめ,い よいよ身上成

るべからずの間,向 後田畑売却停止なるべきこと

一 売主牢舎之上追放,本 人死候時は,子 同罪

寛永二十年三月(徳 川禁令考巻四十三)

衣 食 住 に関す る制 限

一 百姓着物の事 ,百 姓分の者 は布 ・木綿な るべ し,但 し名主其の外百姓女房 は紬(つ む ぎ)の 着物

迄 は苦 しか らず,其 の上の衣装 を着候 の者曲事(く せ ご と)な るべ き事

寛永五辰二月九 日 老 中(公 儀 御法度)

一 庄屋
,惣 百姓共,自 今以後,其 の身 に応ぜ ざ る家作 りつか まつ るべ か らず,但 町屋の儀 は地頭 ・

代 官の指 図を受 け,作 るべ きこ と

一 百姓の食物常 々雑穀 を用 う可 く
,米 はみだ りに食せ ざ るよう申 し聞 すこ と
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一 市町之出,む ざと酒のむべからざる事

一 名主惣百姓男女共 に
,乗 物停止の事

寛永二十年三月十一 日 (御当家令条 巻第二十三)

以上,現 代訳(工 藤)で 載せ たが,主 として幕府の法令(御 当家令条)か ら抜 き出 した もの

である。藩 にはさらに具体 的な禁令 があ り,歌 舞音曲の禁 に まで及んでいる。信仰 に関す る も

の として,さ らに会津藩の例 をみ る。家 臣,直 江兼次の農戒書,そ の第一であ る。

国主を月日と心得べ し,地 頭代官は所の氏神 と崇むべ し,肝 煎(き もいり)は まことの親 と思 うべ

きものなり

個人の精神の内面 に入 り込む ことについて武士に何 のため らい もない。 「人問の尊厳」意識 は,

武士 に も農民 にも無 かったので あろ う。文字 を駆使す ることが,上 流階級の武士 に しか可能で

なかった として も,身 分の異 なる人々の精神 内面,人 権 に立 ち入って書かれた著作 が殆 ど見 当

らない ことに驚 かざるを得 ない。

5.武 士道 に表明 され る道徳的規範 とその限界

1)初 期の武士道

戦闘を目的とする武士期 が,そ の期 の存磁 を確める道徳的備 訴 れを武士道という

ことがで きよう。 それは個人 に特有の もので はな く,集 団 に適応 した,.集 団に認知 された もの

でなければな らなか った。先に武力 を職業 として行覆す る武士団の発生 を1夫 慶2年(939)の

平将門の乱 に求め得 るとす る説 を紹介 したが,そ の後の鎌倉幕府の成立(1192)ま での絶え間の

ない戦乱の間か ら,武 士集団 に1つ の倫理感が発生 しても不思議でない。それは.2つ の場 を持 っ
コ

ていた。第1は,戦 闘において,武 士 としていかなる倫理感 で闘 うべ きか,第2は,他 の 日常

生活 において上流階級の武士 としていかなる倫理感で身 を処すべ きかであった。 この立場 にた
し

つ と,戦 乱 の中で生 を全 うして きた鎌 倉時代 の初期 の武士道観 と,治 世が確立 し,直 接的な戦

闘が予想されない江戸幕麟 代の武士道観 とは相違があること蒔 想される.と くに儲 にお

いて,幕 府 の採用 した儒学が武士道観 の形成 に影響 を与 えたであろ う。 しか し武士道 という規

定,規 則 があるわけでな く,後 世の研 究者がその ような概念形成 を した ものであることを心 に

留め る必要が ある。

北条泰時 は,貞 永元年 「貞永式 目」 を編 纂す る。源頼朝以来の武士の判例 をま とめた もの で

ある。奈良本11)は 貞永式 目についてその著 「武士道の系譜」の中で,究 極の ところ 「従者主 に

忠 をいた し,子 親 に孝あ り,妻 は夫 に従 う」 とした 日常性の規定で あるとす る。 「忠」の思想 は

鎌倉時代 に普遍化 していた。鎌倉三代将軍源実朝 の死の とき,御 家人(将 軍直属 の武士,忠 誠

義務 と引 き換えに所領,給 付 などを受 ける)100人 あまり出家 し,北 条氏最後の将軍高時の死の

ときも殉死 した もの180人 あまり(吾 妻鏡)と 報 じられる。 この時代,戦 いの中に,美 しき鎧か

ぶ とに身 を固め,さ っそ う出陣す る若武者 に,歌 に戦 いの心情 を吐露す る 「情」 があった。 ま

た,一 般的武士の倫理感 に 「忠」 があった。

2)武 芸の専 門化,遊 芸化

江戸時代,戦 闘技術の 「武技」 「武術」 「武芸」は実戦 に試 される機 を殆 ど失 っていた。 しか

し武士 の 「武芸」は 「武 力」の基 であるの で,そ の存在の否定,軽 視 はあ り得 なか った。戦 国

時代 の 「のろ し火」がただよっていた江戸時代初期は,幕 府や藩 で,高 名な武芸者が高禄で抱
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える慣習が残 っていた。三代将軍徳川家光 は,正 保3年(1646),柳 生但馬守宗矩 を将軍家の剣

術師範 をとして一万二千五百石 の大名 として登用 した。 しか し実戦の必然が想定 されない時代,

武芸が無力化 し,一 般武士 においては武芸習練の怠慢が 目立つ。同時 に武芸者の存在価値が薄

らいで くるのは止むを得ない。武芸で身を立て ようとす る武士,廃 藩等で士禄 を失 った武士が,

武芸 の技法 の専門化 をめ ざ し師範 をめざ した。 またあるいは競技化へ,余 暇の善用,養 生法 と

して役立て よう とす る ものな ど様 々で あった。専門化 の過程 では武芸に多 くの流派 を生 じ,新

しい武芸が開発 され た。 これ らの武芸家は,い わば職 人であ り,学 問修学の経験 も少 く,そ の

技法の論理を書 き誌す者は少なかった。剣術の宮本武蔵の 「五輪書」,柳 生宗矩の 「兵法家伝書」

など数少 い例であ る。 またこれ らの武芸者 は,技 法の上での専門家であ り,「 武士道」 とい う道

徳的徳 目の唱道者 には結 びつかなか った。

3)上 級武士の儒教 的基盤 に立つ武士道観

「武術 」「武芸」の技法論 と,武 士のあるべ き道,士 道 を論 じた 「武士道」 とは,直 接的 には

結びつかない。江戸時代,士 道 を論 じた人 々は,文 学の素養 ある上級武士であった。中江藤樹,

熊沢藩 山,山 鹿素行,山 本常朝,大 道寺友山,室 鳩巣な どである。彼等の中に 「武士道」のタ

イ トル をつけた著作 はない。 「武士道」のこ とばは,山 本常朝がその著 「葉隠」(鍋 島論語 とも

いわれ る。1659-1719の 論評)で 「武士道 とは死 ぬるこ ととみつ けた り」の語 を後世の学者がク

ローズア ップ した ものである。鎌倉時代 の武士道論は,生 死 に直面す る戦闘の場の精神 的椅 り

どころを神仏 に求める傾向があったが,江 戸時代の武士道論 には儒教の影響が大 きく作用す る。

江戸幕府 「武家諸法度」第一条 に 「一.文 武弓馬の道,専 ら相嗜むべ き事 ……」 と掲 げ られて

い るこ とに因んで,武 士のあ り方 としてz文 学(当 時の文学の中心は幕府 の採用 した儒学,朱

子学であδた)の 素養 を強調 している。然 し最終的に武士たる道の眼 目は君主 に対 しての 「忠」

である.天 和鉾11683)「 武家諸法度」第一条 が 「一.文 鵡 孝勧 ま し礼儀 を正 すべ き事」

に変え られていることか らも,「 忠」 の重要性が察せ られ よう。

1899年,新 渡戸稲造 は英文で 「武士道」の著 を公刊する。この著 は,世 界の世論 を刺激 し,広

く各国語に翻訳 され,10版 を数 えた。著者は 「日本 に宗教 はない と言われ る。果 してそうか。武

士道が ある」 とし,「第1章 道徳体系 としての武士道」か ら書 き始め る。第4章 か ら第9章 に

かけて,ま た第11章 で,彼 の掲 げる徳 目は 「義」 「勇」「仁」「礼」「誠」「名誉 」「忠義」 「克 己」

であ る。新渡戸 は武士道 を日本の魂 とす る。 日清戦争後数年の著作であるか ら止む得ない とし

て,ま た実際 に彼が急進的な積極植民策提唱者であったとも報 じら籾るが(朝 日新聞`97.7.29)

「皇室は全国民共通の遠祖……天皇 は……地上 において肉身を もちた もう神 の代表者,天 の力 と

仁愛 を御一身 に兼備 した もう」 と述べている。彼の述べ る 「武士道」論 に,偏 狭 さがあ り,そ

れな りの限界があることの証左であるが,ζ れ ら徳 目が,い かに虚構であったかが知 られ る。武

士道 は決 して 日本人の魂 でな く,人 間の魂 で もない。 また新獲戸が冒頭 に述べ るような,「桜花

と同 じく,日 本の土地 に固有の花」ではない。オランダの有名な歴史家 ホイジンガは,ヨ ーロッ

パ にお ける騎士道が,現 実の関係 を離れて美 しく作 られ たものであ ると考証す るが(奈 良本辰

也一武士道の系譜一1965よ り)新 渡戸の武士道論 も人間の社会にある身分的関係を肯定 した上で

作 られた と言 えよう。 そこに主張の脆弱 さがあったのであろうか。現実のわれわれの周Qに は,

封建的道徳 とは言 え一応 の徳 の体系 を具備 した ものが無残 に も崩壊 し,そ の片鱗 す ら探 し得 な

い。少 くとも社会の指導的立場 に立つ入々,政 治家,教 育者,官 僚,企 業 家は,利 権 を求 めて

うごめ く。そこに 「義」「勇」 「仁 」「礼」「名誉」「克己」が あろ うか。官々接待 を必要悪 と認め

情報 を出 し渋 る行政の長,沖 縄特措法 において 「正義 を放棄 した議員,行 政者」,破 産 しなが ら

葺
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3億 円の退職金 を受け とる企業 家,献 金の釈明がで きず有罪のまま居坐 る政党の幹部,年 間250

日を超 える接待 を受けたとする官僚 「自ら省 みて正 しければ千万人 と錐 も吾往かん」 とい う論

語 を学 んだ と思われ る知識 人も,罪 状 を認め,そ の実状 を 「勇」 をもって明 らかにす る前に命

を絶つ。桜の花 な らば年 が変 って も美 しく開花す る。武士道は咲 き得 ない徒花(あ だ ばな)で

あるのか もしれない。

6.学 校体育の中に武道が採択 された経緯

1)学 制における 「体育」の導入'

明治5年8月,学 制が発布 される。 明治政府成立後(1868年)僅 か5年 後で ある。「邑に不学

の戸な く,家 に不学の人無か ら しめん ことを期す」 と国民皆学 を目指す もので,270年 に及ぶ鎖

国の間,教 育の機 能が殆 ど一部上級の武士 にのみ限 られていたこ とを思 う と,画 期的 な政策で

あ り,我 が国が近代 国家へ発展す る基 を開いた ものである。体育 は 「体術」 という教科名で,上

等 ・下等小学校 に採 り入れ られ るが,江 戸期,身 体修練 な らびに戦技訓練のね らいで しか運動

に関わ るこ とので きなか った人 々にとって全 く新 しい もので あった。

導入時の体育のね らいは明 らかでない。「体術」の教科名 は翌年 「体操」に変 えられ る。明治

6年,「 改正小学校教則」よれば 「体操」は1日,1～2時 間,し ゃ中体操法図,東 京高等師範

学校版体操 図等の書 に よって成すべ し,と され る。前者 は医療体操の形式,後 者 もこれに類似

す る。

文部省 は明治7年 「体操書」 を刊行 し,小 中学校,尋 常師範学校 の教科書 とす る。 この原典

はフ ランス陸軍の 「体操教範」 で,秩 序的運動 徒手の体操,走 ・跳,懸 垂な どに よる基礎体

力づ くりの運動であった。

しか し,指 導書 も少 く,全 く新 しいこれ らの体操 は,ご く先導的な学校 においてのみ行 われ

た ようである。

2)体 操伝習所において,撃 剣 ・柔術 を学校体操 に採用すべ き否かの審議

明治11年(1878),政 府は体操伝習所 を設立す る。ね らいは,本 邦に適す る体育方法 を研究選

定す るこ と,そ れ を指導 しうる優秀な教師 を養成す ることであった。文部省 は,体 育方法 につ

いての新 しい知見 を導入す るため,米 国ボス トン市医師であ った リーラン ドを講師 として招聰

す る。

明治16年(1883),文 部省は剣術及び柔術の利害適否に関する調査 を伝習所 に命ず る。伝習所

は東京府下の剣 ・柔術家十余名を召集,研 究調査の結果,明 治17年 答申をす る。結果は,身 体発

達,持 久力,護 身力,気 力などを養 う点での長所 は認めるが,身 体の調和的発達をさまたげ,「 勝

敗を主眼 とす る」こ とか ら技 は無限定 とな り危険であ り,練 習が非科学的,不 合理,そ の他経

済上,管 理上の問題 か ら 「正科 トシテ採用スル コ トハ不適 当」 とす るものであった。

嘉納 治五郎 は明治15年 「講道館柔道」を創始 している。従来の武術 としての柔術 は勝敗至上で

あるとし,そ れを 「勝敗 の理 を討究 して,原 理 を発見 し」 この原理 か ら心の修養,世 に処す る

方法 にまで広げ る。 「術」ではな くて 「道」 として教 えるのが全 く新 しい 「柔道」である,と し

「乱取」の修業 と 「形の修業」の2コ ースを定あた。当時,嘉 納の 「柔道」が十分広 まっていな

いので,考 察の対象か ら除れていた もの と思われ る。

3)体 操遊戯取調報告における 「撃剣柔道二関スル件」一 正科採用の否決
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柔道,剣 道(現 在 の呼称)を 学校体 育の教材 として採 用 させ る試 みは,体 操伝 習所の答申以

降,大 きな進歩はなかった。明治28年(1895)大 日本武徳会が成立 し,日 清 ・日露の戦争 によっ

て・ナ シ ョナ リズム昂揚の期 を迎 える。文部省 は明治37年(1904)「 体操遊戯取調委員会」 を設

置す る。 当時の学校体育界は,遊 戯熱が台頭 し,ス エーデ ン体操が紹介 されて1普 通体操,兵

式体操 中心の無味乾燥 な,強 制的体育 に変化 を求 める動 きが あったか らである。文部省普通学

務局長沢柳政太郎 を委員長 と し8名 の委員が37回 にわたって審議 し,「体操 ノ 目的」他19項 にわ

た る報 告 を出す。 その十 四項 に 「撃剣及柔道二関スル件」があ る。全文 を紹介 しよう。

十四 撃劔柔道二關スル件

撃劔柔道ノ教育上ノ慣値二就キテハ明治十六年五月ヨリ翌年十月二渉 リ龍操傳習所ヲシテ實験 ト理

論 トニ訴へ調査セシメタル結果學校ノ正科 ト爲スニ適セザルヲ認メ任意正科外二課スルコ ト・シ其ノ

後明治二十九年七月更二學校衛生顧問會議二諮問シタル結果前回調査 ト略略論決ヲ同ウシタルガ故二

之二依 リテ從來ノ方針ヲ持績セリ近年骨豊育奨働ノ聲盛ナル ト共二之ヲ學校正科二加ヘントシテ建議ス

ルモノ多シト錐モ今 日二於テ先二調査セル結果 ヲ覆シ之ヲ正 三二加ヘザルベカラズ トスルノ理 ヲ獲

見スルコト能ハズ伍テ從來ノ方針二依 リ漏十五年以上ノ強肚ナル生徒二限リ任意正科外二行ハシムル

ヲ以テ正當ナ リト信ズ

世間往々撃劔,柔 道ハ從來ノ儘iニテハ學校正科 トスル能ハザルモ之ヲシテ團髄的教授二適セシメ又

順序ヲ立テ方法ヲ £ジ以テ髄 ノ目的 トー致セシムルコ ト爲シ難キニアラズ ト言フモノア リ此ノ説ヲ

シテ信ナ ラシムルモ假スニ歳月 ヲ以 テシ庭'地二就 キ理論二訴へ系統 的二研究 ヲ遂ゲ以テ玄 多ノ 謙 修

正 ヲ加ヘザルベカ ラズ依 テ此 ノ鮎二關 シテハ國立艘育研 究所等二於 テ別二調査 スル ヲ要スベ シ

現時學校 二於 テ往々生徒 ノ年齢及R等 ヲ問ハズ其 ノ志望二任セ撃劔,柔 道 ヲ フル モノア リ是 レ

禮 上 過スベカラザル コ トナ リ 就 嚴寒酷一.ノ 曉ニ ミケル1甥4ハ 嚴二生徒 ノ膿質 ヲ老フル 汀一層 ノ

注意 ヲ要スル モノ ト信 ズ(ア ンダーライン・鯖 〉

これに よれば当時の戦時気運 において も,柔 道 ・剣道が正科 として採用 され難か ったのは,明

治24年 の小学校教則で体操の 目標 を 「身体 ノ成長,均 整ナ発育,健 康,精 神ノ快活」 とし,体 操

遊戯取調報告 において も,体 操科の 目的を,優 美 なる姿勢,均 整な発育,全 身の保護増進 を冒

頭 に掲 げていて,そ れ らを重視 したこと,柔 ・剣道がその運動内容や,練 習過程 に,合 理 陛,科

学性 に欠 けるところがあった もの とされたか らである。

4)学 校体操教授要 目における取 りあげ一 選択教材の道 を開 く

大正2年(1913>,文 部省は学校体操教授要 目を訓令 として,公 布す る。各学校 において 「そ

の授 くるところが まち まちで,拠 りどころに迷 ってい るようであるか ら」 と,教 授上の参考 と

して,教 材な らびにその解説,配 当の仕方,時 間外諸運動,教 授上の注意,に ついて細部 にわっ

て指導の要点 を述べ た もので,現 在の学習指導要領の前身 をなす ものである。

柔 ・剣道 は,こ こで始めて,但 し書 きつ きの選択教材 として登場 す る。

体操科ノ教材

体操科ノ教材 ヲ体操,教 練及遊戯 トス

但 シ中学校及師範学校ニア リテハ撃剣及柔術 ヲ加ウコトヲ得

明治16年 以来,学 校体育の教材 として認可 され るまで30年 を要 したことにな る。
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5)学 校体操教授要 目の第1次 改正一 剣道,柔 道の名称 を正式決定

大正15年(1926)2月 の要 目の改正で注 目されるのは,剣 道,柔 道の名称が使 われたことであ

る。取 り扱 いは,改 正前 と同 じく選択 の科 目で ある。

体操科の教材

体操科ノ教材 ヲ体操,遊 戯及競技 トス但シ男子ノ師範学校,中 学校二在 リテハ剣道及柔道ヲ加フル

コ トヲ得

この名称の変更が,大 日本武徳会等の働 きか けによった ものであるこ とにつ いては既 に述べ

たが,こ の際明治以降 これがどの ような名称で あったか振 り返 ってみ よう。

明治16年 文部省体操伝習所に諮問

剣術 柔術

明治38年 体操遊戯取調報告

撃剣 柔道

大正2年 学校体操教授要目

撃剣 柔術

大正15年 学校体操教授要目第1次 改正

柔道 剣道

昭和6年(1931),文 部省 は,師 範学校,中 学 において,剣 道及柔道 を必修 と した。 その理 由

について訓令 は 「是 レ剣道及柔道ガ我ガ国固有 ノ武道ニシテ質実剛健ナル 国民精神 ヲ洒養 シ心

身 ヲ鍛錬 スルニ適切 ナル ヲ認メタルガ為 ニシテ両者又ハ其 ノ0ヲ 必修セ シメン トス」である。

6)学 校体操教授 要 目の第2次 改正一 必修化

すでに昭和6年,中 国軍が満州鉄道 を爆破 したとして,日 本は15年 戦争 に突入 していた。昭和

11年(1936),文 部省は体操科の教材 として男子師範学校,中 等学校 に剣道 ・柔道 を必修 とした

他,弓 道 を選択科 目 とし,女 子 の師範 学校,高 等女学校,実 業学校 で弓道,薙 刀を選択科 目 と

した。

戦時体 制において,武 道の役割 が高め られたのであるが,そ れは 「武術」「武技」における技

能の問題 ではな く,「 武道」の もつ攻撃的性格が重視 されたのである。 このことはつ ぎの国民学

校体錬科教授要項 に明確 に指示 され る。

7)国 民学校体錬科教授要項一 武道 によって没我,攻 撃精神の養成 をはか る

昭和16年3月(1941),従 来の小学校 は国民学載 に改め られる。その根本理念 は国家の総力発

揮のため,教 育体制 を新 しくす ることとされた。文部省訓令第9号(1941.3.29)に よると,東

亜及び世界における皇 国の歴史的使命 に鑑みて,負 荷 にこたえるこ とがで きる皇国民の基礎 を

練 り上 げ る,そ のため に国民教 育の面 目を0新 する,と い うものであった。国民学校(小 学校)

の4教 科 は国民科,理 数科,体 錬科,芸 能科 であった。体錬科は武道 と体操か ら成 る。武道は

体操 または遊戯の部 門の教材 の一部分 に属すべ きもので あるが,こ こでは科 目として独立 させ

大 きな役割 を与 えた。武道能力を錬成 する以上 に,伝 統的な民族精神一武士 として君 に忠 をつ
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くす という没我犠牲の精 神を昂揚 し,同 時 に我が身 を挺す る攻撃精神 を強調 しようとした
。昭

和17年(1942)9月 国民学校体錬科教授要項 が発布 され る。その内容は,狂 気に近いものがある
。

2～3の 例 をあげる。

1.教 授方針

1.髄 錬科 二於 テハ身禮 ヲ鍛錬 シ精神 ヲ錬磨 シテ潤達剛健 ナル心身 ヲ育成 シ献 身奉、nノ實践 力二培

ヒ皇 國民 トシテ必要ナル基礎能力 ノ錬磨育成二力ムベシ

2.H科 ノ各教科 各教材ハ之 ヲ緊密ナル關聯 ノ下 二綜合 シテ實施シ夫 々其ノ特色 ヲ磯揮 セシムル

ト共二不断 ノ修練 二依 リ着實二其 ノ効果 ヲ収メシムルニカムベシ

～

7.強 靱 ナル燈 力 ト旺盛ナル精神力 トハ國力焚展 ノ根基 ニシテ特 二國防二必要ナル所以 ヲ禮 認セ シ

メ健全 ナル心身 ヲ鍛錬 シ以 テ盤忠報國ノ信念二培 フベ シ

2.体 錬科 の教材 ……略

3.教 授上の注意

伍)武 道二関スル事項

31.武 道二於 テハ獣 身奉公 ノ實践力二培フヲ根 本 トシ心身 ヲ鍛錬 シ特二旺盛 ナル氣塊 ヲ練磨 シ趨 節

ヲ尚ビ廉恥 ヲ重 ンズル ノ習慣 ヲf'a養スルニカムベ シ

32.武 道ハ常二攻撃 ヲ主眼 トシテ修練セ シムベ シ

33.武 道ハ剣道,柔 道何 レニ モ偏 スル コ トナク之 ヲ併 セ課 シ柔道二在 リテハ左 右 ノ技 ヲ共二修練 セ

シムベ シ

これ らにお いて武道 の性 格 は明 らかで あ る。 す なわ ち,武 道が'公 の手nで あっ たこ と,攻

精 率 の 成 を最 大 のね らい と して い たこ とで あ る。(ア ンダーライン'鞘)

7)終 戦(太 平洋戦争)後 の武道の禁止,な らびにその復活

昭和20年(1945)8月15日,日 本 はポッダム宣言 を受諾,連 合軍 に無条件降伏 し,米 国の占領

下 におかれる。 占領軍の指示 により,戦 前の軍国主義教育がつ ぎつ ぎに払拭 され る。同年11月6

日 「終戦 に伴 う体錬科教授要項取扱に関す る件」 として軍事的教材の武道の授業は禁止 された
。

学校体育の教材か ら完全に姿 を消 した武道が再び復活するのは,先 述の如 く,1949年 の中華人民

共和国の成立,1950年 の朝鮮戦争を契機 とし,米 国の対 日戦略の変更によってであった。昭和25

年(1950),学 校柔道,昭 和26年 に学校 弓道,昭 和27年 に 「しない競技」が復活,翌 年学校剣道

として も正式 に復活 し,学 校体 育の教材に再登場 した。

7.武 道 に対す る期待の矛盾 と非現実性

1)現 行(平 成元年3月 告示)学 習指導要領(中 学校 第7節 保健体 育)に ついて

学習指導要領 は諸々に矛盾 をは らみなが らも権 力を後楯 に教師がそれに無条件 に従 うことを

強要 している。 中学校学習指導要領 第7節 保健体 育。武道の項 にその矛盾 をみ る。

この節 は,第1目 標,第2各 分野の 目標及の内容,第3内 容の取扱いである。
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第2に おける 〔体育分 野〕 目標 と内容の うち,内 容 は,A体 操,B器 械運動,C陸 上競技,

D水 泳1E球 技,F武 道,Gダ ンス,H体 育に関する知識である。A～Gは 実技のCategorization

であ る。陸上競技,水 泳,球 技 な ど運動形態の全 く違 った ものである。球技 はボール を扱 う運

動種 目である。武道 は,武 術,武 技系の種 目であ るとされ るのに,柔 道,剣 道,相 撲 の3種 目

で構成 され る。相撲 を武技,武 術系の種 目と理解 で きる人 は少いであろう。 この系統 は,前 学

習指導要領で 「格技」 と総括 されていた。ぶつか りあ って力 とか技 とかで相手 を封 じる種類の

運動 を一括 した もので,柔 道,剣 道,す もう,レ ス リング,唐 手,拳 法,ボ クシ ングな どを含

む と理解 され る。 おそ らく 「道」 とい う語を付加す ることにより,こ れ らの運動種 目,柔 道,剣

道な どが,他 の運動種 目とは異 なった精神要素 を持つ ことを標榜 したか ったために運動群の名

称 と してはまこ とに異様 な 「武道」の語を用いたのであろう。

この 「武道」 とい う語が今 回新 しく登場 した背景 を探 ることにす る。

学習指導要領は,教 育課程審議会の答 申に沿 って改訂される。昭和62年12月24日(1989)の 同

審議会答 申の1教 育課程の基準の改善の方針の4各 教科 ・科 目等の内容体育 ・保健体 育

の部の改善の基本方針 の部分 に 「武道」 に改称 させ る指示がみられ る。

なお,「体操」の領域 については,体 力を高める運動の学習が一層効果的に行われる各学校段階別

の内容を改善する。現行の 「格技」の領域については,名 称を 「武道」に改め,我 が国固有の文化 と

しての特性 を生か した指導がで きるようにする。

ここで と りあげ られる 「我が国固有 の文化 の特性」 とは何であろ うか,文 化の特性 として継

承す るべ きもの,排 除すべ きもの,善 悪それぞれある筈である。平成元年12月 文部省 より発行 さ

れた 「高等学校学習指導要領解説」の 「武道」の部 を参照す ることにする。

「我が国固有の文化 としての伝統的な行動の仕方が重視 され る運動」「礼儀作法 を尊重 して練

習や試合がで きる運動」「武道に対す る伝統的 な考 え方を理解 し,そ れに基づ く行動の仕方 を身

につ けるこ とが大切」の紹介か ら始 まるが以上 の部分で特性の内容は一切述べ られない。続 い

て1,技 能 に関 る内容,2,態 度に関す る内容が解説 され るが,よ うや く後者 において 「武道

では,常 に勝敗を 目指すだけでな く,技 の習得 を通 して人間 として望 ま しい自己の形成 を重視

するとい う武道の伝統 的な考 え方 を理解 し,そ れに基づ く行動の仕 方を尊重す ることがで きる

ようにす ることが大切 である」 と解説す る。 ここで述べ られていることがおそら く 「武道」 に

要求 されている眼 目であろ う。 「技の習得 を通 して人間 としての望 ましい自己の形成 を重視す る

という武道の伝統的な考え方」 とい うがその ような考 え方の伝統 があったであろ うか。技の習

得 によって人間 として望 ましい 自己形 成 とはどんなことを指 すのか,ま たそれが可能であろ う

カ》。(ア ンダーラィン,筆者)

この学習指導要領 の解説において,「 人間 として望 ましい自己形成」 といった精神 内面に触れ

ているの は 「武道」の部だけである。体操,器 械運動,陸 上競技,球 技 などで,「 人間」「自己

形成」 な どの語 は用い られない。何故 「武道」の部 においてのみそれが期待 され得 るのであろ

う。「技の習得」が,「 自己形成」 にどう結びつ くのであろ うか。

2)学 校 武道の性格 について
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① 「武技」「武術」は体育でな く戦技 であった

「体 育」は身体活動 に関わる教育である。 しか しお茶 をたてた り,花 を活 けるときの動 き,作

法 は 「体育」 ではない。1argebigmuscleactivities(大 筋群の活動)を 体 育の対象 とす る

か らで ある。同 じ大筋群 の活動で も1つ の 目的 をもっている場合,そ の 目的が優先 される。農

作業,あ るいは武器 を取 っての戦 闘行動が その例 であ る。 日本において,明 治期以前唯一の体

育は武芸(武 技,武 術)で あった。武芸の修練 は・幕府 によって命 じられ たも(簗で ある・ しば

しば引用するが武家諸法 度の 冒頭 「文武弓馬の道専 ら相1嗜むべ きこと,… …弓馬 は是 れ武家の

要枢 な り,兵 を号 して凶器 と為 す止む を得ず して之を用 う,治 乱 を忘れず,何 ぞ修練 に励 まざ

らんや」 と,さ れた。 これ らの武芸修練 は各藩 において も実施 されなけれ ばな らなか った。そ

の教育機 関の1つ が藩校 である。藩校 は各藩の独 自制で 自由に設置 された ものであったが,寛

永年間 に始 まり,明 治廃藩 まで全国で278を 数 えた。藩校のカ リキュラムは文武の修練 であ り,

武の修練 に関 しては,直 接藩校 内の武芸所 でこれを行 うもの,ま たは城下の武芸稽古所等 に委

託する ものが あった。 いずれ にせ よ武士,と くに上級の武士 において,武 芸修練の キャ リアが

任官(士 分 として,藩 の職務 に任 じられ る)の 基礎資格で あ り,必 須 の ものであった。近世 江

戸時代 における平和期 は,武 芸の実戦 的,粗 野な運動形式が洗練 され,専 門化 され,細 分化 さ

れた。その種類 およそ60を 越 えるとされる。 その中で中心 をなす もの六芸一弓,馬,剣,槍 柔

術,砲 術であ る。身体的活動 として,こ れ ら技 能向上が はか られたのである。

ところが明治政府の誕生,学 制の制定(明 治5年 一1872)に よって導入 された体 育は,武 道 と

は全 くその性格,内 容 を異に していたのである。

② 戦 前の学校武道 に求 め られた もの 献身奉公の精神 と攻撃精神

最初,学 制導入の とき(明 治5年)政 府が学校体育に求めた ものは,西 欧化 と健康へ の視 点

で あった。それ には 「体操」 とい う形態が適 していた。 その後,体 操伝習所における研 究等 を

経て,身 体の健康,均 整な発育,快 活剛毅,規 律の 目標 が掲げ られ る(明 治24年 一小学校教則)

これ らは兵士 として望 ましい資質 を要請 した ものである。武道の諸技能,ま たその運動形態が,

これ ら目標 を充 当す るこ とは困難 とされた。

均整 な発育 とい う面で は体操 が身体の各部 を万遍な く動す ことがで きる。 また号令 に従 って

一斉に同 じ運動がで きることの面 では
,武 道の各種 目の及ばない ところであった。武道 は技 能

面では評価されなかったのであ る。明治期 において武道は学校教材 として登場するに至 らなかっ

たが,大 正期の は じめ ようや く選択の教材 として登場す る。大正2年 学校 体操教授要 目制定の

とき,体 操の主要教材 を,体 操,教 練,遊 戯 と しなが ら,「但 し中学校及師範学校生徒 二撃剣及

柔術 ヲ加ル コ トヲ得」 としたのである。 日清 ・日露戦争 において,日 本軍が直接敵 とぶつか り

合 う白兵戦において成果 を収め たのは,武 術の攻撃精神の ためであ った との認識が,こ の体 育

教材 と しての採用の背景 にあった。

昭和6年,文 部省 は,剣 術 ・柔道が質実剛健 な る国民精神の酒養 と心 身の鍛錬 に効果 がある

ことを訓令で強調 している。事実昭和17年 の 「体錬科教授要項」の教授上の注意,に おいて,武

道 は 「献身奉公の実践 力に培 うこと,旺 盛 なる気 魂,礼 節,廉 恥の習慣の{'養 の他,ど くに攻

撃 を主眼 とすべ し」 とされ る。戦前,武 道 が学校体育に登場す るときに求め られたの は,国 民

精神,献 身奉公の精神,攻 撃精神 とい う精神面であった。

3)「 武道」 による自己形成 は可能か
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歴 史的 に考察す る とき,「 武道」の修練が求 め られ るとき,そ れは単なる運動の技能でな く,

異常なほどの抱 きわせ で,精 神面 の酒養が 目的 とされた。幕藩制時代 において,「 忠孝の精神」,

戦前 において,「 献身奉公,攻 撃の精神」,そ して戦後新指導要領 において,「 自己形成」「礼節」

である。他のスポー ツ,例 えば陸上競技,サ ッカー,テ ニスなどのスポー ツ種 目の修練 におい

て(競 技 も含 めて)こ れ らが求 め られ ないのは何故で あろ う。

確 かに,柔 ・剣道場 には多 く神仏の像 を掲 げられ,道 場の入退 出に当って礼 をする。 また競

技の始 まる前,お 互に礼 を して始め,終 って,礼 をす る。 しか しひ とたび競技が始 まると,荒 々

しい攻撃精神での攻撃技術の発揮 とな る。柔道 においては,相 手 を投げ倒 し,あ るいは抑え る

な どで肉体的 ダメー ジを与える。肉体的な力,技 能で相手 を完全 な支配下 にお き降伏 させ るの

である。剣道の試合では始めに威圧 のかけ声があ り,少 し位の叩 き込みはポイン トとならない。

その叩 き(打 込み)が 有効 とされ るのは,そ の技 が明 らかに相手 を殺傷せ しめる と判定 され る

ときであ る。 フェンシングの競技 において,剣 尖が相 手にタ ッチす るとすべて電光が灯 って判

定され るような中途半端な ものでない。

バ レーボール,テ ニスのプ レーヤーがお互 に握 手 し,審 判 にも挨拶 してゲームを終 えるの を

見 るが,極 めて簡単 な形式的 な ものである。武道の礼 にどんな実質的な意味があるのか。武道

が他のスポー ツ種 目と異な る 「礼節」 とは何で あるのか理解で きない。

さて問題 は 「自己形成」であ る。文部省の高等学校学習指導要領解説では,「 人間 として望 ま

しい自己形成」である。剣道,柔 道 は本来的 に 「武技」「武術」の転化 したものである。力で相

手を屈伏せ しめ るもの,相 手の生命 に危害 を与 えるこ とをね らい として開発 され,平 和 の時代,

スポーツ競技 に転化 した もので ある。 これ らの技 能は,ど のように して相 手 を投 げ倒 し,抑 え

こむか,ど の ように相手に有効な打撃 を与えるかであ り,攻 撃精神,闘 争心の渦養 が求め られる。

あるいは,武 道の修 練が儒教 的道徳心の滴養 と結びつ き得 るとす るか も知れない。 ここで2

つの ことを言いたい。いわゆる士道,武 士道 は狭い世界の倫理であ る。夫婦,親 子,武 士 同志,

武士 と君主の関係で ある。武士 は主君 に仕 え,同 等の武士 の場合 その階級の秩序 を守 り,親 に

仕 えると同時 に子供 には家長 として君臨 し,夫 婦関係 においては優位者で あった。彼等の道徳

規範の中に,農 民や町民 に対す る人問 として関係 があったであろ うか。驚 くべ きことに,身 分

の違 う人々に対 して,ま た 自然 などの環境 に対す る考察は殆 どなか った。筆者 は不学 に してそ

の例 を知 らない。現代 と著 しく異な る点であ る。

第2に,士 道,武 士道 を論 じた人々は,文 学の素養 ある当時の上級の武士であ り,武 芸の修

練 に打 ち込 んだ武士で はない。武芸 の修練,そ の技能 を高め る間での修業が,武 士道論 に結 び

ついた論拠 はない。

さ らにこの命題 「武道 による 自己形式」 を疑 うに足 る具体的実例 を,剣 道,柔 道のそれぞれ

につ いてい くつか挙 げてみたい。

株式会社 「アイオーエム社」は,「 月刊切抜,体 育 ・スポーツ」の情報誌 を月1回 の割合で発

行 してい る。情報源 はスポーッ紙 を除いた 日刊紙 で,6項 目に分類 されて いる。

① 体育 ・スポーッ総論

② 社会体育

③ 学校体育

④ スポーツ組織

⑤ トピックス

⑥ スポーツ事故 ・事件
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この 中 の⑥ ス ポー ツ事 故 ・事 件 の項 にス ポ ッ トをあ て る と き,そ の死 亡事 故 の 多 い こ とに

先ず驚 か され る。 しか もそれ らは事 前の チ ェ ックに よって99%は 防 ぎ得 る と考 え られ る。 ス ポー

ッ にかか わ る人 々の 向 うみず な,短 絡 的 な思考 形式 が もた ら した事 故 とみ な され る もの で あ る。

剣道 につい て は,筆 者の 手許 に あ る 「ア イオ ーエム 」誌,収 録 期 間'91.12.26～'93.1.25の 約

1年 間 の報道 に よれ ば,事 故 ・事 件 と して収 録 され て い る もの は次 の4件 で あ っ た。

① 東京 ・杉並神 明中学校 で,必 修 クラブの剣道部練習中,顧 問の男性教師か ら足蹴 ,(あしげ)や 突

き手 を受 け,生 徒 が3ケ 月重傷(毎 日 ・91.12.18)。

② 世界剣道選手権 出場の3警 官 を厳 重注意処分 一 昨年6月,米 国で とば く(日 本経済 ・92.4.11)。

③ 宇都宮大,関 東選 手権 に替 え玉選手 を試合 に出場 させ る(読 売 ・92.9.21)。

④ 佐世保 市西海園高で7剣 道部 の男性教諭が厳 しい体罰 を加 え,生 徒 ボイ コッ トS監 督 の同教 諭を

解任。剣道試合後 「気合 が入っていない」 と平手で14～5回 生徒の顔 を殴 ったもの。教諭の指導方

法 に疑 問 をもっていた三年生部員が部活動 をボイコッ トした。教 諭は事実関係 を認めた上 「私 も大

学時代 こう して しごかれた。 自分 の方針だ」 と答 えた。(西 日本 ・93.1.10)。

以上 は,僅 か1年 間のデータで ある。おそ ら くこうした事故 ・事件 のない年はないであろう。

しか も背後 に,明 るみに出ない数多 くの事故 ・事件があることは疑 いないことである。 なお,同

じ期間におけ る柔道 に関する事故 ・事件一 悪行 ・暴力 ・傷害 ・死亡な ど一 は剣道の数倍 に達

していた。細部は省略す る。

次 に近年の例 を挙 げよう。平成9年6月,東 京都議選の とき,最 大政党の橋本龍太郎 党首が

「元気 を出そ う東京」「私 は逃 げない」の標語 と共に,凛 々 しい剣道着正座姿で同党の ポスター

に登場 し都民の注 目を浴 びた。剣道の きび しい修練に耐 えて きた,節 度 ある信頼で きる人間 を

党首 に据 えてい るとして,党 のイメー ジア ップ を図ろ うとした ものであろう。

しか し剣道の修業 が,自 己に厳 しい人間形成 に役立つ とい う保障 はない。 日本国首相で もあ

る彼の場合,そ の凛 々 しい姿 とは裏腹 に,金 銭,女 性問題 での疑惑が取 り沙汰 されて きた。金

銭問題で第一に挙 げ られるのは,蔵 相時代,彼 の金庫番秘書が富士銀行 から13億 円の不正融資の

仲介 をし,そ の融資先が,彼 が懇意 に していた元銀座天ぷ ら屋経営の女性 であったこ とである。

秘書の国会証 人喚問 にまで発展 したが,最 後の ところで不発 に終 った。薬 害エイズ問題が きっ

かけで,加 害企業の ミ ドリ十字社か ら年 間860万 円の献金 を受 けているこ とが発覚 したが,被 害

者の悲惨 な状況,彼 等の怨念 を思 うとき,受 領 に抵抗 はないのであろうか。'96年,日 本病院寝

具協会 ・日本医療食協会か らの700万 円の献金は,そ れ らが問題企業 として摘発 を受 けていたこ

ともあって,国 会で追求 され,「 返納する」 とした。'97年,国 庫補助 を受 けている厚生省関係 の

団体 か らの760万 円の献金 も,指 摘 を受け返還 したが,そ の他金銭に まつわ る疑惑が公表 されて

きた。

女性 問題 につ いては,週 刊誌,雑 誌等で再三再 四にわたってとりあげ られて きた,交 際 した

とされる女性の実名手記が数件 ほど週刊誌 を賑わ したが,黙 殺のままであ る。 しか し中国人女

性 との関係 は,彼 女が同国の情報部に所属 していたとの疑 惑が あ り,外 国の新聞に も報 じられ,

国会 で も追求 を受け 「お叱 りを受け るよりない」 と釈 明 した(1998.1.20衆 院予算委員会)

表面 に出たこれ らの事件 は,両 問題 とも,単 発的 ・偶発的 なものではない。いわばその よう

な性 向が形成 されているのではないか と疑 われ る。少な くとも武道が標榜す る人間形成 とは別

の形 の ものである。剣道 は彼のスポーッ教養の一つであって,厳 しい 自己形成には結びつかな

か ったのであ る。

柔道の例 として'96年12月24日,写 真週刊誌 「FLASH」 にとりあげ られた都内N体 育大学の
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柔道部員の状況 を見 よう。表紙 に 「名門 ・N体 大柔道部員 ホモ ビデオ出演珍事」 とあるように,

同体育大の柔道部員が集団で登場 し,恥 か しい体の部分 を露 出 した り,狼 褻な行為 を してい る

シーンが紹介 されている。 ビデオ会社 か ら,商 行為 としての報酬 を得たで あろう,と も記 され

ている。

もし剣道の修練が,同 じく柔 道の技能 を修練す ることが,人 間 らしい自己形成 に資 し得 ると

するな らば,日 夜 それだ け多 くの修練 を積 み重ねているこれ らの人 々が,人 間 としてその分磨

き高め られこそすれ,暴 力や詐欺,不 当利得,そ の他人格や品性 を も疑わせ る行動 に身 を任せ

る筈 はない。 これ らの人々が 自 らを律す るに厳 しい,と は到底思 えない。 この ような例 は枚挙

に逞がない。武道が,ス ポーツの中で特別 に 「人間形成 に資 し得 る」 とい う仮説が成 り立 たな

いことは,容 易に知 られ るで あろ う。

8.結 論

「武道」,学 校体育 における柔道 ・剣道 においてのその技能の修練 を通 じて,人 間 としての 自

己形成 を期待で きる とす ることは,い わば幻想に過 ぎない。多 くの男性 は,武 道の修練 を経験

してい る。戦 中派は必修 として,戦 後派 は体育の授業,ま たはクラブの活動 を通 じて,現 代派

は再 び必修科 目としての学習においてである。 また今 なお クラブの活動 職務上の こ と,余 暇

の活動 として武道に関わ る人々が存在 する。武道 はこれ らの男性 に 自己形成の影 を落 さなか っ

た。彼等の心 を占有す るのはむ しろ勝つための 「邪」の策である。 それ をいかに巧妙に用い,相

手 よ り優位 に立つかに腐心する。エイズ感 染のおそれを知 り乍 ら,非 加熱製剤 を使用 させ る企

業,官 僚,学 者。返還不能 を予定 して出資金集めのオ レンジ共済事件。三菱企業か ら個人 と し

て数十億受取 り政界 ば らまきの泉井被 告事件。厚生行政の利権 を提供 して免職 となった岡光厚

生事務次官。山一,日 興,野 村 の三大証券か ら9億 以上 の利益提供 を受 け,第0勧 銀 か ら117億

8千 万余の迂回融資 を得た総会 屋小池被告。大蔵省 を天下って道路公団に務 め,銀 行 か ら年 間

250回 にわたる接待を受けた井坂。 その他,収 賄の疑で逮捕 された大蔵検 査官たちはつい昨 日('98・

1・25)の ことである。政治家 に至 っては,代 表的政治家面 々の リクルー ト疑惑 に始 まって,建

設,通 産 などの行政 に関与 しての利益追求。株疑惑で'98・1・30に 参考人招致の 自民党新 井代

議士な ど,金 銭的疑 惑 は枚挙 に逞ない。破産 した銀行が国の保護 を受け,そ の会 長が3億 円の

退職金 を手にす る,そ の ような経営状態で北海道拓殖銀行は自民党への政治献金 を続けていた。

政 ・財 ・官 ・学そのモ ラルの腐 敗は末期 的である。 これ らの人々はほ とん ど 「武道」 を体験 し

てい る。「武道」が彼等に どのような精神的影 を落 したのであろう。いか に 「武道」に よる人間

的自己形成な ど,フ ィクションに過 ぎないかが知 られ よう。

「自己形成」「武士道」などの仮説は成 り立たなかった。何故であろう。その前提 に誤 りがあっ

たのである。 「武」の起 りは,相 手に危害を与えること,力 や道具 を もって相手 を意に従わせ る

ことであった。その手段 としての武器の操作術,カ ー 体力づ くりが武術 の目的であった。 それ

は農耕生産の発展 によって原始共同体の経済バ ランスが くずれ,人 間の歴史 の99%の 時代 に保有

していた崇高なる平和的性 向を暴 力的 に変貌 させ たのである。 「武」に 「道」とい う衣 を被せ よ

うとその実体 は変 らないのであ る。

同 じく,ス ポーッ もその傾向 を もつ。約1万 年前 まで続 き,今 もなおその生活形態 を踏襲す

る原始共 同体型原住民の間に,「 競争」「コンペテ ィシ ョン(Competition)」 は存在 しない。人

間同志の優位感が存在 しないか らであ る。支配が必要 とされないか らであ る。
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スポーツはそ もそ も 「武力」の発揮に関連 して発生 した・相手 よ り優位 な体 力をつ くること
,

戦 いの道具の操作法 の獲得がスポーツのね らいである。古代人は無味乾燥 な,実 質的なこれ ら

の ものをゲーム形式でコンペテ ィシ ョンに押 し上 げた。B・C・776年 には始 め られていた とす る

古代 ギ リシャの祭典競技種 目は,走,跳,投,レ ス リング,ボ クシング,パ ンクラチオ ン(レ

ス リング・ボクシングの結合 した もの),戦 車競技 であった・彼等は球技 を楽 しんでいた。水泳

も行 っていた。それ らは直接戦闘に結びつかないが故 に,競 技種 目として採用 されなかった。ハ ッ

ケンス ミスはその著 「体育の歴史」で,こ れ らの競技種 目は,byproductofthewar(戦

争の副産物)で あった,と 述べ る。

古代 において暴 力の手段 と して発達 したスポー ツの性格 をs現 代 において もう一度考察 して

みる必要 がある。スポーツは他人 を信頼するこ とではない。それはねずみの レース と同 じく,敗

者 にはなんの報酬 もない。人間の性格 を基本的 に 「悪」 とみてその相手 と闘 う。常に力に対す

る渇望 と闘争が ある。 それは 「適者生存」 の闘 いである。 スポーツはまた,制 度,組 織,社 会

においての優位制 を認め るこ とであ る。スポーッマ ンは組織人間 とな り,チ ームプ レーヤー と

して動かなければな らない。「1人 の道 を住 く」 というのではな く個 人のア イデンテ ィを,体 制

に屈服 させ るこ とである。

スポーツにおいて,チ ームプ レイの一種 であろうか,つ い先 日その性格 を露呈 した2つ の ホッ

トな事件があった。'98年1月21日,22日 の両 日,東 京都下入王子市のT大 ラグビー部部員,前 述

の都 内N体 育大アイス ホッケー部員 による集団 レイプ事件が,テ レビや一般紙 と くにス ポーッ

新聞に大 々的 に取上 げ られた。N体 育大の場合,事 実が長 らく隠蔽 されていた ことも問題 とされ

た。 フェアで あるべ きスポー ッマ ン集団が悪 を犯 し,ば れ なければそれ まで と,口 を拭 ってい

た体質が問われた。T大 ラグビー部 は活動の無期限停止,N体 育大の場合,'98年,長 野オ リンピッ

ク女子アイス ホッケーに出場予 定女子部員の不参加騒動 に発展 した。 レイプ,と くに集団によ

るレイプが,彼 女 に どの ような惨め さを残すのかを,予 測 し得 ないのである。 この運動 部員 ら

の知性 と情感の欠如 した集団意識 に傑然 とす る。識者 はいう,こ の ような事件 は運動 部の体質

に よるものでr婦 女暴行な ど1割 くらしか表面化 していないと。(上 智大,福 島章教授一犯罪心

理学)。

資本主義社会 は 「競争の原理」 によって構築 され る。子供達 は小 さい ときか ら競争 の学習に

似合 うよう社会化 され る。ゲームにおいては1つ のチームが息切 れ し,燃 えつ きて始 めて勝者

が確定す る。 スポー ツの教 育者 たちは競争の中に 「モ ラル」 を求め ようとす る。 「よ く戦 った」

「悔いのない ものであ る」 「相手 を讃 える」 と,し か し,栄 光 は勝者 に しか与 えられない。

世の中に,人 間 ら しい 自己形成の基盤 に立 って行動 され る方々が存在 す る。水俣病 を問い詰

める作家の石牟礼道 子,写 真家のユーゲ ン ・ス ミス,オ ウム事件の江川紹子,原 爆の図 を画 き

続 けた丸木夫妻,知 られてい るこれ らの人々,そ の仕事 は無償 の犠牲的行動 によって うち樹 て

られてい る。 その他,湾 岸戦争 を告発,韓 国人の傷病者を支援す る,中 国人の被害補償支援,花

岡事件12)に おける中国人殉難者 の記録 をつ くる人々,東 京都 中野陸軍学校跡 の遺骨保存 を訴え

るな どの人々が いる。資本主義国のチャンピオン,米 国においてさえ,ベ トナム戦争の秘密文

書 を暴 く,エ ルズバーク博士,湾 岸戦争 を告発する元司法長官,ジ ョン ・クラー久13)そ の他数

多 くの,こ の ような苦 しい厳 しい闘いに生涯 を捧 げる人 々がいる。その自己形成の素晴 らしさ,

精神 の高貴 さに感動 す ると共 に,彼 らの苦 しさを思 い暗然 とす る,こ れ らの人々はいずれ もス

ポーツマ ンではない。

スポーツの世界に どうしてこの ような人が あらわれないのであろう。僅か に知 って いる例 と
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武道の幻想一創価大学の最終講義に当って一

して,1972年 に 「ベ トコンに恨 みはない」 と徴兵忌避 して,ボ クシング界でチャンピオンの資格

を剥奪 されたモハ メ ッ ド・ア リ(資 格復活,1996年 のア トランタ ・オ リンピックの聖火最終走者

となる),1968年 メキシコオ リンピックの陸上競技400,200メ ー トル優勝者 として表彰 台に上 り

なが ら,靴 を脱 いで抗議 したアメ リカのブラ ック ・アス リー ト,エ バ ンス とス ミス。 スポーツ

マ ンではないが,大 学(愛 知教 育大)の 体育教員 と して,1992年 名古屋オ リンピック開催 に反対

し,10Cに 反対署名を もって陳情 した影 山健,な どきわめてわずかに過 ぎない。 スポーッが,勝

利者一敗者,権 力者一弱者の構 造の上 に,暴 力の優位 を是認す る性格 を もつこ とが,近 代 的人

権(こ れ らの もの は標榜 されなが ら殆 ど実現 されない)に な じまないので あろう。一精神(思

想 ・信条)・ 宗教 ・居住の 自由,暴 力,搾 取,貧 困,疾 病,そ の他 もろ もろの差別 からの自由に

くみ し得 ないので あろ う。

最後 に,筆 者 は武道,ス ポーッの存在 を否定する もので はない。それ らにつ いて数々のメ リッ

トを述べ ることがで きる。 しか し,人 間ら しい自己形成がで きる という仮説 をうち樹 て得ない。

そのスポー ツのメ リッ トを述べ る紙数のないことをお詫び したい。

〈注〉

1)エ ンゲル ス,戸 原 四郎訳,家 族 ・私 有 財産 ・国 家の 起源,岩 波 文 庫,1987.p.234。

2)ThorsteinBundeVeblen(1857-1929)。 アメ リカの社 会 学,経 済 学,人 類 学者 。 哲

学博 士 。1899年,シ カ ゴ大 学 講 師 の とき 「TheTheoryoftheLeisureClass」(有 閑

階級 の理 論)の 論 文 で一躍 学会 で有名 とな る。

3}

4)山 本 常朝(1659-1714)。 佐 賀 の鍋 島藩 士,藩 主 光茂 の死 に殉 じよ うと して果 さず,髪 を下

ろ して北 山に 隠棲,「 葉 隠」 を著 わす 。

5)嘉 納 治 五郎(1860-1938)。 講 堂館 柔 道 創始 者 。 明治14年 東 京帝 国大 学 文科 大 学 卒業 。 東

京 高等 師範学 校 長,文 部省普 通 学務 局 長,貴 族 院議 員等歴 任 。 明治42年(1909)国 際 オ リン

ピ ック委 員,明 治44年,大 日本体 育 協会 創 立 の とき初 代 会 長。

6)CharlesRobertDarwin(1809-1882)。 イ ギ リスの博 物 学者,進 化論 者 。1858年,「 種

の起 源 」刊 行,生 物 進化 の事 実 を提 示,自 然 陶 汰説 を樹 立 。

7)前 述,<注>2)

8)ク レー ダー編,布 村 一雄 訳,マ ル クス古 代社 会 ノー ト,未 来社,1976,pp.58-59。

9)ア ダム ・ス ミス,大 内訳,国 富 論,岩 波 文庫,第4分 冊,P.45。

10)エ ンゲ ル ス。<注>1)参 照。

11)奈 良本 辰 也,武 士道 の系 譜,中 公 文庫,1950.pp43-46。

12)花 岡事件 。 日本 政 府 が1943年4月 か ら,45年5月 まで約4万 人 の 中国 人 を強 制連行 したが,

秋 田県 内三菱 鉱 山事 業 所 に その うち2,382人 が連行 され,過 酷 な労働 と劣悪 な生 活条件 の も

と,586人 が死 亡 させ られ た,と い う事 件 。1995.6.30,花 岡事 件50周 年 記念 誌刊 行 。代 表,

秋 田県大 館 市,奥 山昭 五。

13)ラ ムゼ ・クラー ク(RamseyClark)。 アメ リカの元法 務 省次 官,長 官(1961-68>。 湾 岸

戦 争 にお け る米 国 の武力行使 反対 。戦後 「国際戦争犯 罪法廷 の ため の調 査委 員会」設立 。1991

年9月8日,東 京渋 谷 山手教 会 にて 講演 。 「TheFireThisTime」U.SWarCrimes

IntheGulf,Thunder'sMouthPress,U.S.A.1992。 日本 訳 中平信 也,ラ ムゼ ・

ク ラー クの湾岸 戦 争 一 戦 争 はい まこ う して作 られ る,地 湧社,1994。

一62一


